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令和 4年 8月 3日 

福島大学地域未来フォーラム 2022 

～地域と共に、新たなふくしまをデザインする～開催 

 

 福島大学は、東日本大震災および原発事故以降、被災地の復興支援を続け、そ

こから得た学びを「新しい社会づくり」に活かそうとしています。 

現在直面している人口減少や少子高齢化、環境・エネルギー問題、農業再生な

どの「21世紀的課題」に、地域とともに立ち向かっていきます。 

 この取組のスタートとして、今年 4月に「地域未来デザインセンター」を設置

し、来年 4月に「大学院」をリニューアルする予定です。 

 今回開催するフォーラムでは、福島大学がめざす地域の未来を明らかにする

とともに、「地域未来デザインセンター」と新しく生まれ変わる「大学院」の全

体像をご紹介します。開催地の各市長よりご挨拶頂くほか、教職員と学生による

研究発表（教育課題や地域課題の解決に向けた取組等）も行い、教育や研究、地

域との連携を通じた福島大学の新たな取組を市民（県民）のみなさまに広くお知

らせします。 

 事前周知のご協力及び当日の取材方宜しくお願いいたします。 

 

○開催日程 

 日 時 場 所 会 場 

第 1回 
8月 28日（日） 

13：00～16：00 
いわき 

いわき産業創造館 

企画展示ホール（LATOV 6F） 

第 2回 
9月 4日（日）  

  13：00～16：00 
会津若松 ベル・ルクス  

第 3回 
9月 17日（土） 

 13：00～16：00 
郡 山 

ビッグパレットふくしま 

コンベンションホール A 

第 4回 
10月 8日（土） 

 13：00～17：00 
福 島 

福島大学  

金谷川キャンパス 

 

○お申込み方法 

参加希望の方は QRコードよりお申し込みください。 

 

※その他詳細は別紙チラシを参照 

（お問い合わせ先） 

総務課広報係 

電 話：024- 548-5190 

メール：kouho@adb.fukushima-u.ac.jp 



日程 研究発表テーマ

所属 氏名 所属・学年 氏名

人間発達文化学類 中田 文憲 人間発達文化学類４年 阿久津 太一、小柳開、田中涼太

所属 氏名 所属・学年 氏名

人間発達文化研究科

教職実践専攻
宗形 潤子 人間発達文化研究科2年 鈴木 貴人

所属 氏名 所属・学年 氏名

環境放射能研究所 高田 兵衛

所属 氏名 所属・学年 氏名

食農学類　 窪田 陽介 食農学類4年 渡部 拓真

所属 氏名 所属・学年 氏名

経済経営学類 吉田 樹 経済経営学類３年 新井田 蒼汰

所属 氏名 所属・学年 氏名

人間発達文化研究科

教職実践専攻
大橋 淳子 人間発達文化研究科1年 鹿又 悟

所属 氏名 所属・学年 氏名

共生システム理工学類 兼子 伸吾
共生システム理工学研究科

博士後期課程3年
藤間 理央

所属 氏名 所属・学年 氏名

食農学類 岡野 夕香里 食農学類4年 小松 紫希也

所属 氏名 所属・学年 氏名

経済経営学類 藤原 遥

所属 氏名 所属・学年 氏名

人間発達文化研究科

教職実践専攻
小檜山 宗浩 人間発達文化研究科2年 冨田 邦彦

所属 氏名 所属・学年 氏名

共生システム理工学類 衣川 潤

所属 氏名 所属・学年 氏名

食農学類 則藤 孝志 食農学類3年 遠藤 瑠乃,  紺野 響, 佐原 範昭

所属 氏名 所属・学年 氏名

地域政策科学研究科 阿部 浩一 地域政策科学研究科修士2年 塩田 優花

所属 氏名 所属・学年 氏名

人間発達文化研究科

教職実践専攻
鳴川 哲也 人間発達文化研究科2年 阿部 聡子

所属 氏名 所属・学年 氏名

共生システム理工学類 大山 大
共生システム理工学研究科

博士前期課程１年
遠藤 健次

所属 氏名 所属・学年 氏名

食農学類 金子 信博 食農学類研究補助員 藁谷 志穂

住民参加型まちづくりと地域公共政策

プログラム

共生社会の形成に向けた特別支援教育の

充実～特別支援学校（知的障害）におけ

るプログラミング教育～

ロボットによる作業支援と自動化

ワインを核とした地域農業の活性化

第4回目　10/8（土）

会場：福島

文化財保全と災害復興・地域づくり

教育課題に果敢に挑み、その解決に寄与

するイノベーション人材の育成～理科教

育の充実の視点から～

カーボンニュートラルへの挑戦：水素

をつくる・つかう技術の多様化

日本初 アグロエコロジープログラムで

新しい農業を共に創る

第3回目　9/17（土）

会場：郡山

海産魚中のセシウムとトリチウムの動

きの違い

福島におけるスマート農業の可能性

第2回目　9/4（日）

会場：会津若松

地域活性化に資するモビリティのデザ

イン

学校・家庭・地域の連携・協働で創る

教育

福島のニホンジカはどこからきたか？

ー地域の課題に大学院生と挑むー

植物免疫システムを利用した植物ウイ

ルスの防除戦略

第1回目　8/28（日）

会場：いわき

教員（発表代表者） 大学院生（食農は学類生）

福島大学地域フォーラム2022　研究発表テーマ・研究発表者
※予定のため内容等が変更になる場合もあります。

学生のSTEAM活動紹介と「ふくしま

STEAMプロジェクト」構想について

地域の人々と共に地域課題に果敢に取り

組み、その解決に寄与することができる

イノベーション人材の育成






